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田
ん
ぼ
に
色
の
異
な
る
稲
を
植
え
、
巨
大

な
絵
を
描
く
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
。
市
内
の
西
忌

部
町
の
棚
田
で
は
、
島
根
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
吉
田
く
ん
」
が
見
事
に
完
成
し
、

親
子
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど
が
訪
れ
、
楽
し

ん
で
い
る
。
市
民
が
こ
の
ア
ー
ト
を
観
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
農
業
へ
興
味
や
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
期
待
す
る
。

　

今
年
も
春
の
田
植
え
の
後
、
毎
日
、
雑
草

の
刈
り
取
り
や
肥
料
、
水
管
理
と
丹
念
に
稲

の
世
話
を
続
け
て
、
稲
穂
は
黄
金
色
に
色
づ

い
た
。

　

各
地
で
ス
ズ
メ
や
カ
ル
ガ
モ
に
よ
る
稲
穂

の
食
害
や
、
刈
り
取
り
前
に
イ
ノ
シ
シ
や
鹿

が
田
ん
ぼ
を
荒
し
、
鳥
獣
害
対
策
に
悲
鳴
が

上
が
る
。

　

厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
、
天
地
が
与
え

て
く
れ
た
恵
み
に
手
ご
た
え
を
感
じ
な
が
ら

も
、
今
、
農
家
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
米
生
産
調
整
な

ど
の
難
題
の
中
で
揺
れ
動
い
て
い
る
。

　

朝
陽
の
中
で
稲
穂
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
よ

う
に
、
米
価
格
の
安
定
や
農
家
の
所
得
向
上

な
ど
に
よ
り
、
地
域
農
業
が
さ
ら
に
魅
力
あ

る
も
の
と
な
っ
て
、
地
域
の
仲
間
と
共
に
発

展
し
て
い
く
よ
う
に
と
願
う
。　
　
　
　
（
和
）

あ
ぜ
み
ち
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人・農地プランとは
★島根県の就農平均年齢は、70歳！
皆さんの地域の「人（担い手）と農地の問題」に
ついて、考えてみませんか？

◎今後の中心となる経営体
　（個人、法人、集落営農）はどこか
◎地域の担い手は十分確保されているか
◎将来の農地利用のあり方
◎農地中間管理機構（しまね農業振興公社）の
　活用方針
◎近い将来の農地の出し手の状況
　（いつ頃、どのくらい出す意向か）
◎中心となる経営体とそれ以外の農業者（兼業
農家、自給的農家）の役割分担を踏まえた地
域農業のあり方（生産品目、経営の複合化、
６次産業化）

　農業者の高齢化、後継者不足などにより
「担い手」が減少し、耕作放棄地が拡大す
るなど、５年後、10年後の展望が描けない
集落・地域が増加することが全国的に懸念
されています。
　そこで、このような問題を解決するために、
将来の「担い手」の確保と、農地集積を進
める行動プランがいわゆる「人・農地プラン」

（未来の設計図）です。
　皆様の地域が、このまま、手を打たないと
５年後、10年後はどうなっているでしょうか？
　市としては、集落・地域が抱える「人（担
い手）と農地の問題解決」のため、集落・地
域において話し合っていただき、左記のこと
を決めていただく地域の取組を支援します。

★職員が説明に伺います！★
● 問い合わせ ●　　松江市農政課　TEL:55-5225  FAX:55-5246

【農地の出し手に対する支援】・・・機構集積協力金
　農地中間管理機構（しまね農業振興公社）に農地を貸付けると、予算の範囲で次の協力金の交付を
受けることができます。

◎地域集積協力金　→　地域で一定割合以上の面積をまとめて貸付ける地域
◎経営転換協力金・耕作者集積協力金　→　農地を貸付ける方

【担い手（地域の中心経営体）に対する支援】
　「人・農地プラン」に担い手（地域の中心経営体）として位置づけられると、次の支援を受けるこ
とができます。

◎青年就農給付金（経営開始型）　→　原則45歳未満の認定新規就農者で独立・自営就農する方
◎スーパーＬ資金の当初５年間無利子化　→　認定農業者
◎経営体育成支援事業　→　「人・農地プラン」作成地区で経営改善を目指す中心経営体等の方

人・農地プランには、様々なメリット措置があります。

集落・地域における話合い
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農
地
に
関
す
る

Ｑ
＆
Ａ

　

耕
作
を
目
的
に
農
地
を
取
得

す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
受
け
る
た
め
に
は
条
件
が
あ

り
、
耕
作
面
積
が
申
請
地
を
含
め
て
30

ア
ー
ル
（
一
部
地
域
は
20
ア
ー
ル
）
以

上
と
な
る
こ
と
や
、
経
営
農
地
の
す
べ

て
を
効
率
的
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
、

機
械
の
所
有
状
況
や
農
業
従
事
の
状
況

な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
審
査
し
ま

す
。
ま
た
、
許
可
を
受
け
な
い
と
土
地

の
名
義
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
使

用
す
る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ

く
転
用
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
市
街

化
区
域
内
で
あ
れ
ば
届
出
と
い
う
簡
単

な
手
続
き
で
済
み
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

の
区
域
で
は
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

転
用
が
許
可
に
な
る
に
は
、
候
補
地

の
位
置
や
転
用
の
確
実
性
、
転
用
に
伴

う
周
辺
農
地
へ
の
影
響
な
ど
許
可
基
準

を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
用
地
区
域
内
な
ど
転
用
に

制
限
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
の
段
階
で
必
ず
農
業
委
員
会
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

は
い
、
必
要
で
す
。
一
時
的

な
も
の
で
あ
っ
て
も
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
事
前
に
農
業
委
員
会

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
 

無
許
可
の
転
用
や
計
画
ど
お
り

に
転
用
し
な
い
場
合
は
農
地
法

違
反
と
な
り
、
工
事
の
中
止
や
原
状
回

復
な
ど
の
命
令
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
以
下
の
懲
役
や

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
っ
た
罰

則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

農
地
を
取
得
し
て
耕
作
し
た
い

の
で
す
が
、
ど
ん
な
手
続
き
が

必
要
で
す
か
？

Q1

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場

合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Q4

農
地
に
家
を
建
て
た
い
の
で
す

が
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で

す
か
？

Q2

農
地
に
何
も
手
を
加
え
ず
、
そ
の

ま
ま
駐
車
場
や
資
材
置
場
と
し
て

使
用
す
る
場
合
も
転
用
手
続
き
が

必
要
で
す
か
？

Q3

A

A

A

A農
地
に
関
す
る
質
問
・
相
談
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ

（
☎ 

５
５ 

ー 

５
２
２
３・
５
５
２
８
）

しっかり積み立てがっちりサポート 農業者年金
老後の備えは国民年金＋農業者年金で！

少子高齢化時代に強い積立年金

詳しくは　農業委員会事務局（☎５５－５５２８）もしくはお近くのＪＡまで　お気軽にお問い合わせください

農業者なら広く加入できます

　農業者年金は、①国民年金の第１号被保険者で
②年間60日以上農業に従事する③60歳未満の方
なら、どなたでも加入できます。

　農業者年金は、自ら積み立てた保険料とその運
用益で将来受け取る金額が決まる積立方式の年金
です。保険料は月額２万～６万７千円の間で自由
に設定でき、加入・脱退も自由です。
　さらに、支払った保険料は全額社会保険料控除
の対象となるため、大きな節税効果があります。

　農業者の皆さんが加入している国民年金の支給
額は月額最高６万５千円、夫婦で約13万円です。
一方、高齢農家の家計費は夫婦で23万８千円が必
要というデータがあります。これでは月額約11万
円の不足です。
　老後を安心して暮らすために、農業者年金で準
備を始めませんか？

老後の家計費と国民年金の比較（夫婦2人）

年額286万円
月額23.8万円

年額156万円
月額13万円

家計費との差
年額130万円
月額約11万円

老後の家計費 国民年金

加入年齢 納付期間 男性 女性

20歳 40年 81万円 69万円

30歳 30年 54万円 46万円

40歳 20年 32万円 27万円

50歳 10年 14万円 12万円

保険料月額2万円の場合の年金支給額（年額） 
この試算は、65歳までの運
用利回りが2.5%、65歳以降
の予定利率が0.75%となっ
た場合の試算です。制度発
足以降12年間の運用利回り
の平均は2.53%、予定利率
0.75%は農林水産省告示に
より定められている率です。
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こ
だ
わ
り
の
白
鳥
米
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
口
コ
ミ
に
よ

る
通
販
で
「
売
れ
て
い
ま

す
。」
と
除
草
の
苦
労
も
笑

顔
で
語
ら
れ
る
組
合
員
の
皆

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
心
・

安
全
な
物
作
り
に
取
り
組
ま

れ
、
益
々
、
飛
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

（
松
崎
農
業
委
員
）

田車除草機で抜けない草は、手作業で抜き取ります

■ 

白
鳥
が
飛
来
す
る
湖
北
平
野 
■ 

　
「
ゆ
と
り
の
里
下
古
志
フ
ァ
ー
ム
13
」

は
、
平
成
18
年
８
月
に
古
志
町
下
古
志

地
区
に
住
む
農
家
13
戸
が
、
水
稲
栽
培

な
ど
を
行
う
農
事
組
合
法
人
と
し
て
設

立
。
そ
の
頃
か
ら
湖
北
平
野
に
は
、
毎

年
10
月
下
旬
に
な
る
と
多
く
の
白
鳥
が

飛
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
に
、
白
鳥
の
生
息
と
土
壌

の
変
化
に
関
す
る
研
究
を
行
う
「
ラ
ム

サ
ー
ル
田
ん
ぼ
の
会
」
へ
加
入
し
、
白

鳥
の
生
息
を
活
か
し
た
農
薬
や
化
学
肥

料
の
削
減
に
よ
る
栽
培
方
法
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
冬
季
、
水
田
を
湛
水

す
る
こ
と
で
、
白
鳥
が
圃
場
に
除
草
効

果
や
施
肥
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
と
試
験
を
繰
り
返
し
、
平

成
24
年
栽
培
米
か
ら
は
、「
島
根
県
エ
コ

ロ
ジ
ー
農
産
物
」
と
し
て
、
県
の
推
奨

を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■ 

安
心
・
安
全
な
米
づ
く
り 

■ 

　

現
在
、
耕
作
総
面
積
約
30
・
３
㌶
の

う
ち
主
食
用
米
の
面
積
は
約
16
㌶
。
そ

の
主
食
用
米
の
う
ち
、
化
学
肥
料・農
薬

不
使
用
を
３
・８
㌶
、
使
用
５
割
以
下
を

４
㌶
で
栽
培
。
国
の
「
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
」
を
活
用
し
た
有

機
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
除

草
剤
を
含
む
一
切
の
農
薬
の
使
用
と
化

学
肥
料
の
散
布
を
全
く
行
わ
ず
に
栽
培

し
た
米
だ
け
を
「
湖
北
は
く
ち
ょ
う
米
」

と
命
名
し
販
売
。
ま
た
、農
薬
や
化
学
肥

料
を
５
割
以
下
に
減
ら
し
て
栽
培
し
た

米
に
つ
い
て
は
、「
は
く
ち
ょ
う
舞
」
と

し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
に
は
、
草
取
り
な
ど
に
手
間

が
か
か
る
た
め
、平
成
26
年
３
月
以
降
、

繁
忙
期
に
は
障
が
い
者
施
設
か
ら
２
名

の
作
業
員
に
来
て
も
ら
い
、
補
助
的
な

作
業
に
従
事
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

繁
忙
期
の
労
働
力
確
保
だ
け
で
な
く
、

農
業
に
携
わ
っ
た
障
が
い
者
の
方
の
自

立
に
繋
が
れ
ば
と
、
受
け
入
れ
を
続
け

て
い
ま
す
。

　
「
湖
北
は
く
ち
ょ
う
米
」
の
主
な
販

売
方
法
は
通
信
販
売
で
、
安
全
性
へ
の

安
心
感
と
つ
や
や
か
で
ふ
っ
く
ら
と
し

た
味
が
女
性
を
中
心
に
口
コ
ミ
で
広
が

り
、
多
く
の
注
文
が
あ
り
ま
す
。

■ 

美
田
を
守
り
ぬ
く 

■ 

　
「
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
生
産
者
の
対
応
も
変
わ
っ
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
米
価
下

落
や
補
助
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
不
安
材
料

は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
耕
作
面
積
の

規
模
を
拡
大
し
、
後
継
者
を
育
成
す
る

た
め
、
就
労
の
条
件
整
備
も
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
白
鳥
が
飛
来
す

る
こ
の
美
し
い
田
ん
ぼ
を
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。」
と
、代
表
理
事
の
多
久
和

輝
男
さ
ん
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

環境に
やさしい農業

農事組合法人
ゆとりの里下古志ファーム13

　

化
学
肥
料
、
化
学
合
成

農
薬
の
５
割
低
減
の
取
組

み
と
セ
ッ
ト
で
、
地
球
温

暖
化
防
止
や
生
物
多
様
化

に
効
果
の
高
い
営
農
活
動

に
取
り
組
む
場
合
、「
環
境

保
全
型
農
業
直
接
支
払
交

付
金
」
に
よ
り
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

環境に
やさしい農業を
してみませんか

〔お問い合わせ先〕　松江市農政課　電話　５５-５２２４
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おいしい
トマトを作る
東出雲町　岸本農園

■ 

退
職
後
か
ら
の
出
発 

■ 

　

農
園
の
代
表
で
あ
る
岸
本
和
久
さ
ん

は
、
20
年
前
に
農
協
を
退
職
。
そ
れ
ま

で
は
、
兼
業
で
水
稲
を
営
ん
で
い
ま
し

た
が
、
退
職
後
に
、
出
雲
郷
地
区
で
ト

マ
ト
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
作
り
の
き
っ
か
け
は
、
岸
本

代
表
が
幼
少
の
頃
、
出
雲
郷
地
区
で
は

ト
マ
ト
栽
培
が
盛
ん
で
、
栽
培
方
法
や

ト
マ
ト
の
味
に
馴
染
み
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。

　

ト
マ
ト
作
り
に
適
し
た
堆
肥
や
潅
水

に
つ
い
て
幾
度
と
な
く
試
み
、
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
土
壌
と
清
浄
な
地
下
水
に
よ

る
ハ
ウ
ス
で
の
土
耕
栽
培
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。

■ 

現
在
の
取
り
組
み 

■ 

　

現
在
、
大
小
あ
わ
せ
て
12
棟
（
約

０
・
４
㌶
）
の
ハ
ウ
ス
で
、
１
月
か
ら

７
月
ま
で
主
に
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
季
節
を
問
わ
ず
一
年
中
食
べ
る

こ
と
の
で
き
る
ト
マ
ト
で
す
が
、
岸
本

農
園
で
は
、
特
に
お
い
し
い
ト
マ
ト
に

こ
だ
わ
り
、
露
地
物
が
出
る
前
の
５
月

中
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
収
穫
で
き
る
よ

う
育
て
て
い
ま
す
。

　

パ
ー
ト
を
含
め
た
10
名
で
、
ト
マ
ト

の
手
入
れ
や
選
別
、
袋
詰
め
を
行
い
市

場
へ
出
荷
。
肉
厚
で
甘
み
と
酸
味
の
バ

ラ
ン
ス
が
自
慢
で
す
。

　

そ
の
年
の
気
候
に
よ
っ
て
追
肥
の
量

を
増
減
し
た
り
与
え
る
時
期
を
変
え
た

り
す
る
の
は
、
岸
本
代
表
の
長
年
の
感

覚
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
毎
年
、
収
穫

す
る
ま
で
、
お
い
し
い
ト
マ
ト
が
で
き

る
か
心
配
で
す
。

　

ハ
ウ
ス
の
責
任
者
で
あ
る
岸
本
正
志

さ
ん
は
、
摘
花
・
摘
果
作
業
、
わ
き
芽

摘
み
、
葉
の
選
定
と
ハ
ウ
ス
を
く
ま
な

く
回
り
ま
す
。

　

そ
し
て
昨
年
の
ト
マ
ト
の
生
育
と
比

較
し
天
候
状
況
を
見
な
が
ら
、
水
分
管

理
を
行
い
、
糖
度
を
「
８
」
に
維
持
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
園
主
で
あ
る
岸
本
さ
ん

と
は
、
同
じ
東
出
雲
町
の
農

業
者
と
し
て
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
取
材
を
通
し
て
、
改
め

て
岸
本
さ
ん
の
農
業
に
対
す

る
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し

た
。
　
　

　（
永
島
農
業
委
員
）

ハウス内での摘花・摘果作業

トマトの選果作業

　

ま
た
、
農
園
で
は
約
22
㌶
の
水
稲
を

作
付
け
し
、
ト
マ
ト
の
後
作
に
キ
ュ
ウ

リ
の
栽
培
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

今
後
の
課
題
と
目
標 

■ 

　

お
い
し
い
ト
マ
ト
作
り
を
続
け
る
岸

本
代
表
も
、
後
継
者
不
足
が
大
き
な
悩

み
で
す
。
か
つ
て
盛
ん
だ
っ
た
出
雲
郷

地
区
の
ト
マ
ト
栽
培
農
家
は
、
以
前
と

比
べ
減
少
し
約
10
戸
と
な
っ
て
お
り
、

お
い
し
い
ト
マ
ト
作
り
を
引
き
継
い
で

く
れ
る
栽
培
農
家
が
１
戸
で
も
増
え
る

こ
と
が
岸
本
代
表
の
願
い
で
す
。
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耕
作
放
棄
地
の
再
生
・
利
用
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
、
現
在
、
平
成
28
年

度
事
業
の
要
望
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
に
耕
作
放
棄
地
再
生

事
業
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
10

月
半
ば
頃
ま
で
に
松
江
市
農
政
課
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

 

耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
の
概
要

　

耕
作
放
棄
地
と
な
っ
た
農
地
の
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
受
け
手
（
農

業
者
、
農
業
者
組
織
等
）
が
作
物
の
生

産
再
開
に
向
け
て
再
生
利
用
す
る
取
組

に
対
し
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

農
振
農
用
地
区
域
内
で
農
地
を

農
業
以
外
の
目
的
に
転
用
す
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
振
除
外
の
申
し

出
が
必
要
で
す
。
毎
年
４
月
末
、
10

月
末
が
申
し
出
の
締
め
切
り
で
す
。

（
各
支
所
で
も
取
り
次
ぎ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
農
政
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
江
市
農
政
課

電
話　

５
５ 

― 

５
２
３
１

　

農
業
振
興
の
た
め
に
は
、
優
良
農

地
を
確
保
し
、
有
効
利
用
を
促
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど

に
よ
り
、
遊
休
農
地
は
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
遊
休
農
地
の
発
生
を
未
然

に
防
ぎ
、
ま
た
違
反
転
用
を
防
止
す

る
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
今
年
も
10

【
対
象
者
】

　

再
生
事
業
を
行
う
年
度
か
ら
起
算
し

て
５
年
間
以
上
耕
作
す
る
農
業
者
又
は

農
業
者
等
の
組
織
す
る
団
体
。た
だ
し
、

自
己
所
有
地
の
再
生
は
原
則
対
象
外
。

【
対
象
農
地
】

農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地

【
事
業
内
容
・
補
助
率
】

１
．
耕
作
放
棄
地
の
再
生
利
用
活
動
に

対
す
る
支
援

　

⑴　

再
生
作
業

　

障
害
物
除
去
・
深
耕
・
整
地
及

び
土
づ
く
り
（
肥
料
、
有
機
質
資

材
の
投
入
）

　

定
額
支
援　

５
万
円
／
10
ａ

（
中
心
経
営
体
に
１
ha
以
上
面
的

集
積
す
る
場
合
６
万
円
／
10
ａ
）

　

重
機
等
を
用
い
て
行
う
再
生
作

業　

10
／
10

　

⑵　

営
農
定
着

　

営
農
資
機
材
等
の
調
達
、
導
入

作
物
の
絞
り
込
み
、
適
正
確
認
等

２
万
５
千
円
／
10
ａ
（
１
年
間
）

２
．
施
設
等
補
完
整
備
に
対
す
る
支
援

　

基
盤
整
備
（
農
業
用
用
排
水
施
設
、

農
道
、
暗
き
ょ
排
水
等
）
10
／
10

　

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
、
集
出
荷
貯

蔵
施
設
、
農
業
用
施
設
等　

１
／
２

月
か
ら
11
月
頃
（
予
定
）
に
か
け

て
、
農
地
法
に
基
づ
く
市
内
全
域
の

農
地
の
利
用
状
況
調
査
（
兼
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
）
を
実
施
し
ま
す
。
農
業

委
員
と
地
区
協
力
員
が
地
区
ご
と

に
農
地
の
調
査
・
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
遊
休
農
地
と
判
断
し
た

農
地
に
つ
い
て
は
、
農
地
法
に
基
づ

き
、
所
有
者
等
に
対
す
る
利
用
意
向

調
査
を
順
次
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
、
皆
さ
ま
の
農
地
に

立
ち
入
る
こ
と
や
、
お
話
を
伺
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
江
市
農
業
委
員
会
事
務
局　

電
話　

５
５ 

― 

５
５
２
８

耕作放棄地再生・利用に対する支援
「耕作放棄地再生事業」について

● 

お
問
い
合
わ
せ
先

　
松
江
市
農
政
課

電
話　
５
５ 

― 

５
２
３
１

農
振
農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
の
申
し
出

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す
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だ
ん
だ
ん
営
農
塾
実
行
委
員
会
で

は
、
松
江
の
特
産
農
産
物
の
栽
培
に
興

味
の
あ
る
方
、
農
業
を
始
め
て
み
た
い

方
な
ど
を
対
象
に
、
農
業
の
基
礎
知
識

や
生
産
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
だ
ん
だ
ん
営
農
塾
」
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　
「
キ
ャ
ベ
ツ
コ
ー
ス
」、「
西
条
柿
コ
ー

ス
」
に
加
え
、
今
年
新
設
さ
れ
た
「
牡

丹
コ
ー
ス
」
は
、
日
本
一
の
生
産
を
誇

る
「
松
江
大
根
島
牡
丹
」
の
栽
培
を
体

験
で
き
る
コ
ー
ス
で
、
６
月
17
日
に

コ
ー
ス
の
開
講
式
と
初
回
の
講
座
を
行

い
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
松
江
大
根
島
牡
丹
協

議
会
の
足
立
利
人
会
長
よ
り
、
高
齢
化

に
よ
る
担
い
手
不
足
な
ど
産
地
の
厳
し

い
現
状
や
、
牡
丹
に
興
味
を
持
っ
た
５

名
の
受
講
生
に
対
し
て
、
期
待
と
激
励

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
講
式
後
は
、
牡
丹
の
歴
史
や
栽
培

の
基
礎
に
つ
い
て
研
修
し
、
牡
丹
が
接

木
で
生
産
さ
れ
る
理
由
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
実
習
ほ
場
で
は
、
散
粒
機
を

使
っ
た
緑
肥
作
物
の
播
種
や
、
ト
ラ
ク

タ
ー
を
使
っ
た
覆
土
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

松
江
市
認
定
農
業
者
協
議
会

は
、
市
内
で
農
業
を
営
む
認
定

農
業
者
で
組
織
し
、
農
業
経
営

改
善
計
画
の
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
会
員
相
互
の
研
さ
ん
や

情
報
交
換
、
各
種
研
修
会
、
先

進
事
例
視
察
研
修
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

・
先
進
地
視
察
研
修

・
全
国
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
参
加

・
経
営
改
善
研
修
会　

等

【
加
入
資
格
】

　

松
江
市
で
認
定
を
し
た
認
定

農
業
者

【
会
費
等
】

加
入
料　　
　
　
　

２
千
円

年
会
費　　

一
口　

３
千
円

【
加
入
方
法
】

　

加
入
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

● 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

（
農
政
課
農
業
振
興
係
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
５
５ 

― 

５
２
２
５

Ｆ
Ａ
Ｘ　
５
５ 

― 

５
２
４
６

　

市
内
で
は
各
集
落
で
、
地
域
共
同

に
よ
る
農
地
や
農
業
用
水
、
農
村
環

境
の
保
全
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

13
㌶
余
り
の
水
田
に
、
二
つ
の
た

め
池
か
ら
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
に
よ
り

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
給
水
を
行
っ
て

い
る
鹿
島
町
佐
陀
本
郷
地
区
の
本

郷
南
水
利
組
合
で
も
、
春
と
秋
に
57

名
の
組
合
員
で
溝
清
掃
と
草
刈
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
内
で
も
、
高
齢
化
や
、
担
い

手
不
足
、
農
地
の
荒
廃
と
い
っ
た
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
地
権
者
、
耕
作

者
を
問
わ
ず
、
全
員
参
加
に
よ
る
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

受
講
生
は
、
来
年
３
月
ま
で
栽
培
の

基
礎
や
土
づ
く
り
の
実
習
、
農
家
で
の

栽
培
作
業
補
助
な
ど
を
体
験
す
る
予
定

で
す
。

　

日
本
一
の
牡
丹
産
地
を
維
持
し
て
行

く
た
め
、
生
産
農
家
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
な

ど
が
一
体
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
新
た
な

取
り
組
み
に
、是
非
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

● 

お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね 

く
に
び
き
地
区
本
部 

八
束
特
産
事
業
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
６ 

― 

２
５
２
６

「
だ
ん
だ
ん
営
農
塾
・
牡
丹
コ
ー
ス
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

み
ん
な
で

　
環
境
保
全
活
動

トラクターに乗るのが初めての方もおられました

ため池周辺の草刈り作業

認定農業者の皆様へ　松江市認定農業者協議会会員募集のお知らせ
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戦
後
70
年
を
迎
え
、
そ
の
間
、
日
本
の

国
の
姿
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

農
業
に
お
い
て
も
、
70
年
前
に
は
人
力

や
牛
馬
の
畜
力
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
作

業
が
、
農
業
機
械
の
急
速
な
進
歩
な
ど
に

よ
り
様
変
わ
り
し
た
。
小
生
も
父
を
戦
地

で
失
い
、
母
や
祖
父
母
と
共
に
農
作
業
に

励
ん
だ
。
牛
を
使
い
、
鋤
で
田
を
耕
し
た

こ
と
を
孫
に
話
し
て
も
、
チ
ン
プ
ン
カ
ン

プ
ン
の
様
子
で
あ
る
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
や
Ｊ
Ａ
・
農
業
委
員

会
改
革
な
ど
、
日
本
の
農
業
は
さ
ら
に
変

わ
っ
て
い
く
と
実
感
し
て
い
る
。

　

今
年
７
月
８
日
に
は
、
松
江
城
が
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
。
松
江
の
農
業
も
全
国
に

発
信
で
き
る
よ
う
な
産
業
に
な
る
よ
う
に

と
望
む
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⻆
）

平成27年度情報委員会
（前期）

委　
員　
長　

安
達　

和
朗

副
委
員
長　

古
藤　

一
郎

委　
　

員　

小
谷　

昌
純

委　
　

員　

松
崎　

豊
治

委　
　

員　

永
島　
　

映

委　
　

員　

⻆
田　

一
夫

「あさつゆ」は、環境に優しいインキと
再生紙を使っています。

編
集
後
記

◆月４回金曜日発行　◆購読料　月７００円
◆購読のお申し込みは 農業委員会事務局（電話55-5224）まで

営農とくらしに役立つ農業総合専門紙を
購読してみませんか

２月28日付　廣江　　峻 委員（農業協同組合推薦）

５月12日付　森脇　幸好 委員（議会推薦）

　　　　　　野津　照雄 委員（議会推薦）

４月１日付

５月13日付

　「地産地消で地域の未来を築こう！松江
の農林水産業」をテーマに、新鮮で安全な
農林水産物の販売やステージイベントなど
様々な催しを用意して、みなさまのご来場
をお待ちしています。

主催
松江市農林水産祭実行委員会
事務局　（松江市農政課）
連絡先　５５－５２３２

「まつえし農林水産祭」
の開催について

☆会場：松江総合運動公園中央広場
※駐車場が満車の場合、湖南中学校グラウン
ド隣の臨時駐車場をご利用ください。臨時駐
車場と会場間のシャトルバスを運行します。

9時〜14時30分まで

平成27年11月1日
日

農業委員の異動
退任

新任

石橋　敦夫 委員
（農業協同組合推薦）

比良　幸男 委員
（議会推薦）

柳原　　治 委員
（議会推薦）

農業委員会は、
しめ縄づくり体験
コーナーを出店し
ます。ぜひお立ち
寄りください。

松江市農業委員会だより【第31号】 （　8　）


